
守山まるごと活性化プラン検討委員会 

第４回 学区別会議（小津学区） 

 

日時：平成 25 年 10 月 15 日（火） 

19：30～21：30 

場所：小津会館 
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守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿 
 

【 小津学区 】             H250807 現在  敬称略 

№ 自治会  名前     

1  金森 沢井 進一 さわい しんいち 男 

2  金森 寺田 恭章 てらだ やすあき 男 

3  金森 堀 家隆 ほり いえたか 男 

4  三宅 三品 長一郎 みしな ちょういちろう 男 

5  三宅 田中 昇治 たなか しょうじ 男 

6  三宅 田中 健一 たなか けんいち 男 

7  大林 中西 雅義 なかにし まさよし 男 

8  大林 吉田 則夫 よしだ のりお 男 

9  大林 木瀬 みよ子 きせ みよこ 女 

10  欲賀 寺田 康夫 てらだ やすお 男 

11  欲賀 奥村 正 おくむら ただし 男 

12  欲賀 寺田 守 てらだ まもる 男 

13  欲賀 池田 仁美 いけだ ひとみ 女 

14  森川原 寺田 博重 てらだ ひろしげ 男 

15  森川原 森田 好次 もりた よしつぐ 男 

16  森川原 森田 廣 もりた ひろし 男 

17  山賀 松村 茂 まつむら しげる 男 

18  山賀 猪飼 博雅 いかい ひろまさ 男 

19  山賀 堀尾 和子 ほりお かずこ 女 

20  杉江 井本 滋美 いもと しげみ 女 

21  杉江 杉江 清作 すぎえ せいさく 男 

22  杉江 前田 智史 まえだ さとし 男 

23  杉江 木村 正治 きむら まさはる 男 

24  三宅稲葉 井上 猛 いのうえ たけし 男 

25  三宅稲葉 村松 孝夫 むらまつ たかお 男 

26  三宅稲葉 浜砂 秀紀 はますな ひでのり 男 

27  金森山柿 神谷 一郎 かみたに いちろう 男 

28  金森山柿 渡部 哲夫 わたべ てつお 男 

29  金森山柿 神谷 ゆう子 かみたに ゆうこ 女 

 

事務局  
・濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・ 川上 肇      ・中島 勉      ・中島史郎 
・ 坪内稔夫      ・吉原史雄      ・足立慎也 
・ 田渕誠一      ・倉嶋佑介      ・貞松純子 
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守山まるごと活性化プラン検討委員会　学区別会議　ニュースレター

■お問い合わせ 

守山市政策調整部みらい政策課 
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番 22 号 
℡：077-582-1162 e-mail：miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp

 

 

 

平成２５年９月９日（月）午後７時３０分から小津会館において、守山まるご

と活性化プラン検討委員会の第３回学区別会議を開催しました。 

小津学区にお住まいの住民２６名とともに、まず前回会議で出された学区の特

徴や宝ものに関する意見について、大きな見落としがないかどうかなどふりかえ

りをしました。次に、学区のまちづくりを進めていく上での課題や方向性につい

て話し合い、最後に参加者同士で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ４つのテーブルに分かれ、前回会議で出された小津学

区の『良いところ』や『たからもの』の確認を行い、

さらに、それらの特徴をもとに、『学区のまちづくりの

課題』を話し合いました。 

○ 『たからもの』としては、長刀祭や千灯祭といった祭

を、地域の行事としてだけでなく、受け継いできた歴

史・伝統としても捉え活用してはという意見がありま

した。また、住民が気軽に集まることができるような

機会を大事に守っていきたいという意見もありました。 

○ 『まちづくりの課題』については、「川や琵琶湖の環境

の悪化」や「少子高齢化と人口減少」、「希薄化した人

間関係の中でのつながりの確保」といった意見が各

テーブルから多く上げられました。 

○ 『今後のまちづくりの方向性』としては、「水や琵琶湖

に親しむことのできる環境づくりを」、「生成りで（本

来のすがたのままで）できることからはじめる」、「多

くの住民が楽しめるような伝統文化の受継ぎ方を考え

る」など、今後のまちづくりのヒントになるような意見

が多く出されました。 

 

■当日のプログラム 

①挨拶：三品学区長より 

②内容説明：会議当日のプログラム内容、第２回検討結果の説明 

③テーブルに分かれて意見交換：『前回会議のふりかえり』、 

『学区のまちづくりの課題と方向』 

④結果の発表・共有：テーブル毎で話し合った内容を発表して共有 

平成 25 年９月発行

第３回 

学区別会議 

[小津学区] 

学区別会議の様子 

テーブル毎に小津学区の『まちづくりの課題と方向』について話し合いました 

▲結果を発表してみんなで共有

▲困っていることや、こうなれば良いなと思

うことなどを、皆で考えました。 
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守山まるごと活性化計画 学区別会議実施記録 第３回 
 

1. 実施概要 

 
学区・回 小津学区 第３回 

日 時 2013 年 9 月 9日（月） 19：30～21：30 

会 場 小津会館 

参加者 

住民 26 人（金森 3人、三宅 3人、大林 3人、欲賀 4人、森川原 3人、山賀 2人、杉江 2人、三宅稲葉 3人、金森山柿 3人） 

守山市（川上、中島(史)、坪内、吉原） 

地域未来研究所（田渕、貞松、倉嶋） 

会場設営 ４テーブルを配置。くじでテーブルを指定して着席 

実施経過 

１．挨拶 

①開会挨拶（坪内課長補佐） 

②開会挨拶（三品学区長） 

 

２．説明 

①本日の進め方（田渕） 

②第２回検討結果の説明（田渕） 

 

３．意見交換（テーブル別ワーク） 

①前回のふりかえり 

・前回の会議結果を整理した資料を見ながら、抜けているたからものの追加、分類の再

検討を行った。 

・長刀祭や千灯祭といった祭を、地域の行事としてだけでなく、受け継いできた歴史・

伝統としても捉え活用してはという意見があった。 

・住民が気軽に集まることができるような機会を大事に守っていきたいという意見があ

った。 

②学区のまちづくりの課題と方向 

・カードは模造紙に貼り、グルーピングして概略の特徴を整理した。 

・学区が抱える問題点や課題について議論したところ、「川や琵琶湖の環境の悪化」や

「少子高齢化と人口減少」、「希薄化した人間関係の中でのつながりの確保」といった

意見が各テーブルから多く上げられた。 

・「水や琵琶湖に親しむことのできる環境づくりを」、「生成りで（本来のすがたのまま

で）できることからはじめる」、「多くの住民が楽しめるような伝統文化の受継ぎ方を

考える」など、様々な意見が出された 

 

４．結果の発表・共有 

・テーブル毎に参加者の代表が地域の課題、課題に対応するための方針について検討結果

を発表し、全体で共有を図った。 
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５．次回の予定など 

・次回会議の開催日時は、10 月 15 日（火）19：30～小津会館とする。 

 
第 3回小津学区会議の様子 
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2. 第３回学区会議の意見まとめ 

 

地域のまちづくりの課題やまちづくりの方向性をまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜小津学区のまちづくりの課題＞ 

■川や琵琶湖の環境の悪化 

ヨシが氾濫している。雨水が流れ、ゴミが多い。 

整備され、身近な川ではなくなってしまった。 

外来魚や外来水草が増加している。また、小津袋や赤野井湾内湖の水質が悪化している。 

■気軽に集まれる場所の減少 

井戸端会議ができる場所が減ってしまった。 

歩いて買い物に行ける場所がない。また、魅力的な施設もない。 

■公共交通の便が悪い 

バスの運行が少なく、車なしでは団地の外へ出にくい。 

■交通量の増加や道路整備 

交通量の増加に伴う、生活道路に侵入する車の増加。歩道幅が狭い箇所では特に危険が伴う 

道路標識や街灯が少ない。今後、琵琶湖側と守山駅側での地域格差拡大の懸念も。 

■子どもの遊び場の減少 

球技場や広い場所など、人が集まれる場所が少ない。 

遊び場が無いので、子どもを遊ばせないようになってきている。 

■少子高齢化・人口減少 

子どもの数が減るとともに、高齢化が進行しており、担い手や学区全体の集いの数が減少している。

■地域に対する考え方の変化 

地域活動への積極性が薄れ個人主義的な考え方が増えつつあり、行事の存続・継続も危ぶまれている。

■地域についての知識不足 

歴史や地域環境、遺産等についての知識が無い。 

■地域の掃除・維持管理困難 

公園や道路脇に雑草が繁茂しており、自治会の掃除のみでは対処しきれない。 

■農業の担い手不足 

農業の後継者が不足している。 

■ホタルの生育環境の減少 

常水の減少や、土や草の維持の問題から、自生環境は減少している。放流も上手く行かなかった。 

■祭の継続・伝承が困難 

自治会単位で祭を世話していくことは難しく、どのように長刀祭を伝承していくかの検討が必要。 
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河
川

敷
ま

で
行

く
必

要
あ

り
。
 

井
戸

端
会
議

の
場

所
が

減
っ

た
 

歩
い

て
買
い

物
に

行
け

る
と

こ
ろ
が
な
い
 

守
山

に
は
魅

力
的

な
お

店
が

少
な
い
 

交
通

量
の
増

加
や
道
路

整
備
 

交
通

量
の
変

化
・

近
道

の
た

め
生

活
道
路
に
入
り
込
む
車
 

○
 

道
路
構

造
な

ど
工

夫
 

 
通

学
路

の
歩

道
幅

が
狭

く
危

険
 

地
域

に
よ
っ

て
街

灯
が

少
な

い
 

標
識

が
な
い
 

右
折

だ
ま
り

が
な

い
 

道
路

は
整
備

さ
れ

て
い

る
が

、
別
ル
ー
ト
と
し
て
団
地
内
を
通
り
抜
け
る
車
両
が
多
く
、

交
通

規
制
が

必
要

。
 

住
民

の
増
加

に
伴

い
交

通
量

も
増
加
。
道
路
を
横
断
す
る
の
に
危
険
も
増
加
。
 

三
津

川
河
川

公
園

が
暗

く
て

危
な
い
、
恐
い
。
 

全
体

的
に
守

山
の

ま
ち

は
暗

い
 

主
要

道
路
が

団
地

の
周

り
に

通
っ
て
い
る
た
め
、
住
民
が
団
地
か
ら
出
に
く
い
 

団
地

の
中
へ

の
車

の
通

り
抜

け
が
多
い
。
ハ
ン
プ
は
つ
け
て
も
ら
っ
た
。
 

県
道

沿
線
の

歩
道

が
必

要
。

危
険
な
箇
所
が
多
く
あ
り
設
置
を
し
て
交
通
安
全
に
。
 

夜
間

の
車
・

バ
イ

ク
の

騒
音

が
気
に
な
る
 

駅
近

く
と
琵

琶
湖

岸
と

の
差

が
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
（
歩
道
・
道
路
・
交
通
網
他
）
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学
区

の
課

題
 

具
体
的
な

内
容
 

方
向

性
・

解
決

策
 

公
共

交
通
の

便
が
悪

い
 

バ
ス
の
運
行
回
数
が
少
な
い
。
１
本
/
１
Ｈ
程
度
 

 
ス

ー
パ

ー
等

商
業

施
設

が
少

な
い
 

公
共

交
通
の

便
が

悪
い
 

東
西

の
バ
ス

路
線

は
あ

る
が

、
南
北
に
移
動
す
る
公
共
交
通
機
関
が
な
い
 

子
ど

も
の
遊

び
場

の
減

少
 

球
技

場
、
広

い
場

所
が

な
い

。
注

意
さ
れ
る
。
 

○
 

琵
琶
湖

を
い

か
す
 

○
 

指
導
者

が
い

て
立

ち
上

げ
れ

ば
 

○
 

健
康
づ

く
り

 
子

ど
も

が
安

心
で

き
る

遊
び

場
が
な
い
→
子
ど
も
を
遊
ば
さ
な
い
 

子
ど

も
の
あ

い
さ

つ
が

で
き

な
い
 

少
子

高
齢
化

・
 

人
口

減
少
 

子
ど

も
の
減

少
 

○
 

各
集

落
に

分
家

又
は

世
帯

分
離

が
し

や
す

く
す

る
農

地
の

宅
地

化
（

人
口

を
流

出
さ
せ

な
い

）
 

○
 

い
ろ
い

ろ
行

事
内

容
を

変
え

る
。

簡
単

な
も

の
。

２
時

間
以

内
。
 

○
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
る

人
か

ら
進

め
る
 

○
 

ホ
タ
ル

や
祭

を
き

っ
か

け
に

 

介
護

問
題
 

学
区

全
体
の

集
い

の
減

少
 

高
齢

化
の
進

行
 

子
ど

も
の
減

少
 

自
治

会
員
の

高
齢

化
。

大
林

は
特
に
。
 

高
齢

者
の
ひ

と
り

暮
ら

し
が

増
加
 

役
割

を
担
え

る
人

材
の

減
少
 

行
事

の
継
続

・
存

続
が

で
き

な
く
な
る
 

行
事

の
継
続

が
で

き
な

い
か

も
 

全
市

的
に
晩

婚
化

、
未

婚
男

女
が
多
い
。
昔
の
仲
人
の
役
割
を
担
う
。
 

高
齢

化
に
よ

り
、

災
害

時
の

避
難
が
不
安
 

高
齢

化
が
進

ん
で

い
る
 

子
ど

も
が
少

な
い

 

新
興

団
地
に

は
同

世
代

の
入

居
に
な
り
年
代
が
片
寄
る
。
造
成
を
年
代
が
片
寄
ら
な
い
よ

う
に

小
分
け

に
し

た
ら

。
 

人
が

不
足
 

自
治

会
の
役

の
な

り
手

が
決

ま
ら
な
い
 

自
治

会
の
老

人
ク

ラ
ブ

の
活

性
化
が
必
要
で
は
 

自
治

会
や
小

津
学

区
の

行
事

に
参
加
す
る
人
が
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 

住
民

の
意
識

の
希

薄
化

（
特

に
伝
統
文
化
に
対
す
る
意
識
）
 

役
員

の
な
り

手
が

少
な

い
現

状
 

新
旧

住
民
の

交
流

が
必

要
 

小
さ

い
子
ど

も
世

代
の

子
育

て
の
体
制
が
不
安
 

住
民

の
高
齢

化
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
が
確
保
し
に
く
い
 

高
齢

一
人
暮

ら
し

が
多

く
な

っ
て
い
る
 

3
0
年
ぐ
ら
い
住
ん
で
い
る
が
若
い
人
が
外
へ
出
て
行
き
、
老
人
の
ま
ち
に
な
り
つ
つ
あ
る
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学
区

の
課

題
 

具
体
的
な

内
容
 

方
向

性
・

解
決

策
 

地
域

に
対
す

る
考
え

方
の
変

化
 

散
歩

し
て
い

る
と

道
路

の
端

に
雑

草
、
そ
し
て
田
ん
ぼ
に
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
、
犬
の
フ
ン

も
見

か
け
る

こ
と

が
あ

る
。

条
例

化
し
て
は
ど
う
か
。
 

○
 

琵
琶
湖

博
物

館
へ

の
水

中
路

 
○
 

活
動
内

容
を

工
夫

し
て

改
善

す
べ

き
 

○
 

ニ
ー
ズ

に
合

わ
せ

て
実

施
 

公
園

で
弁
当

を
食

べ
た

後
の

ゴ
ミ
の
後
始
末
が
で
き
て
い
な
い
。
水
も
出
し
っ
ぱ
な
し
。
 

地
域

活
動
行

事
へ

の
参

加
が

少
な
い
 

自
治

会
活
動

の
意

識
の

多
様

化
 

地
域

の
活
動

へ
の

積
極

性
が

希
薄
化
 

マ
ナ

ー
が
悪

化
。

犬
の

糞
の

処
理
を
し
な
い
人
が
多
い
。
 

個
人

主
義
的

な
考

え
方
 

伝
統

の
祭
の

継
続

が
難

し
く

な
っ
て
き
て
い
る
 

地
域

の
由
緒

あ
る

祭
事

の
維

持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
 

自
治

会
の
活

動
以

外
の

学
区

の
事
業
に
は
参
加
が
少
な
い
時
が
あ
る
。
福
祉
活
動
の
分
野
。 

地
域

に
つ
い

て
の
知
識

不
足
 

小
津

の
歴
史

や
地

域
環

境
（

川
の

経
路
）
を
知
ら
な
い
の
で
、
遺
産
や
そ
の
他
に
つ
い
て

知
識

が
な
い

。
 

○
 

古
く
か

ら
の

歴
史

を
再

現
。

古
墳

を
活

用
し

た
公

園
化

。
 

○
 

地
域
の

歴
史

の
再

現
。

門
前

町
、

環
ぼ

り
の

再
生

。
 

○
 

地
域
資

源
の

有
効

活
用
 

地
域

の
掃
除

・
 

維
持

管
理
困

難
 

自
治

会
の
公

園
は

子
ど

も
が

遊
ば

な
い
か
ら
草
だ
ら
け
。
年
２
回
の
除
草
で
は
間
に
合
わ

な
い

。
 

 

守
山

川
の
横

の
道

路
の

ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
草
が
茂
っ
て
、
団
地
か
ら
の
出
口
の
左
右
の
見

通
し

が
悪
く

危
険

。
年

１
回

の
除
草
で
は
不
足
。
 

 

農
業

の
 

担
い

手
不
足
 

農
業

の
後
継

者
が

な
い

。
水

田
は
難
し
い
が
、
畑
は
家
庭
菜
園
の
希
望
者
に
提
供
で
き
る

シ
ス

テ
ム
を

つ
く

れ
な

い
か

。
 

○
 

こ
ど
も

に
畑

の
体

験
な

ど
で

き
る

か
も
 

農
家

の
耕
作

依
頼

が
増

加
し

て
い
る
 

農
業

者
の
担

い
手

が
少

な
く

な
っ
て
お
り
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
 

ホ
タ

ル
の
 

生
育

環
境
減

少
 

放
流

活
動
は

上
手

く
い

か
な

か
っ

た
（
欲
賀
）
 

○
 

学
区
皆

で
取

組
レ

ベ
ル

。
地

域
に

協
力

を
頼

む
。
 

ホ
タ

ル
の
自

生
す

る
せ

せ
ら

ぎ
を
つ
く
っ
た
が
水
質
が
悪
く
、
ホ
タ
ル
の
発
生
は
無
理
。

子
ど

も
の
水

遊
び

場
に

し
た

ら
。
 

ホ
タ

ル
が
住

め
る

環
境

作
り
 

水
は

多
く
て

も
ダ

メ
 

土
や

草
の
あ

る
様

な
所

を
維

持
す
る
 

祭
の

継
続
・
伝
承

が
困

難
 

長
刀

祭
の
伝

承
方

法
 

○
 

学
区
単

位
 

○
 

子
供
ら

が
喜

ん
で

、
気

軽
に

参
加

で
き

る
環

境
 

○
 

現
代
文

化
に

合
わ

せ
て

ア
レ

ン
ジ
 

各
自

治
体
単

位
の

実
施

は
困

難
 

そ
の

他
 

今
も

残
る
悪

習
 

○
 

シ
ナ
リ

オ
 

○
 

推
進
力
 

○
 

生
成
り

で
で

き
る

も
の
 

封
建

的
な
考

え
 

女
性

の
社
会

進
出

 

住
環

境
は
よ

い
が

日
常

生
活

に
は
不
便
で
あ
る
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金森城跡 

小津学区のたからもの 

湧水公園（ハリヨ） 

伏流水（昔）

水 

①ホタルや水、田園風景など自然溢れるまち

・ 身近に流れる川と豊かな水自然 

・ 山々の眺望と美しい田園風景 

・ 身近なホタル等のいきもの 

②過去から受け継ぐ歴史や伝統 

・ 歴史的な街道が交わる交通の要衝 

・ 蓮如上人ゆかりの地でもあり、歴史を刻む寺社な

ど歴史遺産が多い 

守山のカモ 

子ども歌舞伎 

千灯祭 

鯉 

新守山川の桜 

新守山川 

明楽寺 

合同夏祭り 

三宅の農業用水（ポンプアップ逆水）

史跡を巡るルート 

元三和中学校（現グンゼ） 

門前町 
覚明寺 

交通の要衡 

庭塚古墳 

浄光寺 

三津川歴史遺産 

馬街道 
目田川公園

自治会の公園（桜）

境川 

ほたるの住める河川 

守山川 

山賀内湖と湖岸小津袋 

守山のすっぽん 

中世の城跡多数 

芦刈園 金森長近の歴史

三上山の眺望 

比叡山の眺望 

天皇が来られたバラ園 

八月薬師のおつとめ 

岩崎神社 

金森と三宅の戦い 

（水争い） 

条里制の遺構 

浄念寺 

身近な水資源 

１３ヶ寺を中心とする 

由緒ある神社仏閣群 

歴史を語る遺跡 

地域の憩いの場所 

③絆でつながる人と人 

・ 地域の強い絆 

・ 自治会活動やお祭りなどの行事が盛ん 

 

季節を感じる花 

多様な生物 

人が集まる場 

盛んな地域活動や行事 

その他 

交通の要衝 

④安心・安全で住みよいまち 

・ 自然災害が少ない 

・ 公共施設が充実し、住みやすくのどかな住環境 

山々の眺望 

小
津
の
誇
り 

守
り
続
け
る
伝
統
文
化  

100 歳体操 

境川の自然堤防上に 

できた集落 

（注）第 2 回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。赤字は第３回会議での追加・修正意見 

欲賀神社の神輿 

真言宗の寺院を巡るルート 

新興住宅群 夜回り 

歴史の由緒がある 

運動公園 体育館 

池に伏流水の名残り 

ホタルが自生する

きれいな水 

組合も一緒に 

古くからの

伝統 

便利 

人
と
人
が
関
わ
り
や
す
い 

子育てサロン 

ふれあい広場 

せせらぎの水 

境川の桜 

新守山川のホタル 

市民ホール 

地域の歴史 

長刀祭 

小津神社

蓮如上人ゆかりの地 

親子ホットステーション 

薬師堂 

子ども見守り隊 

スクールガード 

防災訓練 

小津クラブ 

すこやかサロン 

敬老会 小津ふれあい広場 

レンゲ畑 

金森西遺跡 金森東遺跡 

天満宮 

道路が広くて平坦 

金神社 

熊野神社

欲賀神社

斉神社 

金ヶ森御坊 山賀城跡 大林城跡 

グラウンド 

農村公園 安全・安心を守る活動 
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 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 

小津学区の課題・活性化の方向性 

子どもの減少 

介護問題 

学区全体の集いの減少 

高齢化の進行 

少子高齢化・人口減少 

交通量の増加や道路整備 

交通量の増加 

近道のため生活道路に入り込む車

街灯が少なく、暗く怖い場所がある

通学路の歩道幅が狭く危険

標識が無い 右折溜まりが無い

川や琵琶湖の環境の悪化 

河道のヨシ・ヒヨシの氾濫 

新守山川や小津袋に親しむ憩いと健康の環境づくり 

○琵琶湖岸のバスや水草を除去し、親水性のある湖岸に 

○多様な生物が生息できる環境づくり 

○川や公園を活かした憩いの場所づくり 

○健康づくりの場の整備（自転車道やグラウンドゴルフ場）

水不足・地下水の確保 

雨水が流れ、ゴミが多い（新守山川） 

整備され、身近な川でなくなった 

子どもの遊び場の減少 

球技場や広い場所が無い

遊び場が無いので、遊ばせないようになっている

挨拶ができない 

生成りから始める推進体制づくり 

○生成り（本来の姿のまま）でできるものから始めて行く 

○共有できるシナリオと取組みの推進力をつくる（指導者の育成） 

多くの世代が門前町・古墳・環濠・社寺等の歴史・伝統と親しむ環境づくり

○古墳を活用した公園化 

○門前町・環濠等の地域の歴史の再現 

○多くの住民が楽しめるよう伝統文化を受継ぐ（現代に合わせアレンジ） 

バスの運行が少ない

スーパーなどの商業施設が少ない

高齢者のひとり暮らしが増加 

役割を担える人材の減少 

行事の継続・存続ができなくなる 

晩婚化し、未婚男女が多い 

地域皆が架け橋となり定住を促進する取組み 

○人間関係を仲立ちする人を育成（婚活推進等） 

○新旧住民の交流 

○農地を宅地化し、新規住民が入って来られるように 

高齢化により、災害時の避難が不安 

災害時の対応 

地域の活動への積極性が希薄化 

地域に対する考え方の変化 

若い人の集まる場所が少ない

住民のマナーが悪化 

歴史や地域環境、遺産等について知識がない

農業の後継者がいない

歩いて買い物に行ける場所がない

井戸端会議の場所が減った

気軽に集まれる場所の減少 

公共交通の便が悪い 

団地の外へ徒歩で出にくい

夜間の騒音 

個人主義的な考え方 

ホタルや長刀祭、身近な魅力からつながる地域づくり 

○気軽に楽しく参加できる環境として色々な行事を企画し、 

幅広い参加を推進する 

○身近な連携が取れる人から取組みを進めていく 

○自治会単位に留まらず、学区単位での連携を検討する 

○ホタルや祭をきっかけに 

○気軽に遊べる・集まれる場所づくり 

公園や道路脇の雑草 

地域の掃除・維持管理困難 

自治会の掃除では対処しきれない 

外来魚や外来水草の増加

小津袋や赤野井湾内湖の水質悪化 

琵琶湖側と守山駅側の地域格差の増大

魅力的なお店が少ない

子育ての体制が不安 

どのように長刀祭を伝承していくか

自治会単位での世話は困難

祭の継続・伝承が困難 

放流の失敗 

自生環境の減少 

ホタルの生育環境の減少 

常水が少ない 

土や草の維持 

地域についての知識不足 

農業の担い手不足 

農業に触れるきっかけや制度づくり

○貸し家庭菜園 

○子どもの畑体験 

安全・安心な生活環境づくり 

○車がなくてもお出かけしやすい交通 

○道路利用のマナーとルール 

○夜間の安全を守るための仕組み 
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第３回 小津学区の課題とまちづくりの方向性 第２回 小津学区の特徴とたからもの 
第４回 小津学区活性化の取り組み 

まちづくりの方向性 課題 

●地域についての知識不足 

・ 歴史や地域環境、遺産等について
知識が無い 

●川や琵琶湖の環境の悪化 

・ 小津袋や赤野井湾内湖の水質悪化 
・ 外来魚やヨシ・ヒヨシの氾濫 
・ 雨水が流れ、ゴミが多い 

●ホタルの生育環境の減少 

・ 自生環境の減少 
・ 放流の失敗 
・ 水や草の維持 

●祭の継続・継承が困難 

・ 自治会単位での世話は困難 
・ どのように長刀祭を継承していくか 

●少子高齢化・人口減少 

・ 高齢者のひとり暮らしが増加 
・ 役割を担える人材の減少 
・ 子育ての支援体制が不安 

●子どもの遊び場の減少 

・ 遊び場がないので、遊ばせない 
・ 若い人の集まる場所が無い 

●地域に対する考え方の変化 

・ 地域の活動への積極性が希薄化 
・ 個人主義的な考え方の増加 

生成りから始める 

推進体制づくり 

地域皆が架け橋となり 

定住を促進する取組み 

新守山川や小津袋に 

親しむ憩いと健康の

環境づくり 

多くの世代が門前町・

古墳・環濠・社寺等の 

歴史・伝統と親しむ 

環境づくり 

【活用するたからもの】 

寺社仏閣群、地域の歴史 

【活性化の取り組み】 

地域の歴史や伝統・文化を知り、もっと地

域を好きになってもらう 

・歴史の語り部ツアー 

・寺で継続的にイベント等を開催し、地域

で集まれる場として活用 など

特徴 たからもの 

●季節を感じる花 
・ 芦刈園、桜（新守山川や境川）、 

レンゲ畑、バラ園、など 

②
過
去
か
ら
受
け
継
ぐ 

歴
史
や
伝
統 

③
絆
で
つ
な
が
る 

人
と
人 

④
安
心
・
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち 

●多様な生物 
・ ホタル、カモ、鯉、すっぽん、 

ハリヨ、など 

●安全・安心を守る活動 
・ 子ども見守り隊、防災訓練、 

スクールガード、など 

●身近な水資源 
・ 守山川、新守山川、境川、小津袋 

過去の伏流水、山賀内湖、など 

●山々の眺望 
・ 比叡山、三上山、など 

●地域の歴史 
・ 蓮如上人ゆかりの地、門前町、 

金森長近、神輿、歌舞伎、 
長刀祭、千灯祭、八月薬師、など 

●盛んな地域活動や行事 
・ 小津クラブ、ふれあい広場、 

子育てサロン、すこやかサロン 
合同夏祭り、など 

●１３ヶ寺を中心とする寺社仏閣群 
・ 小津神社、金森御坊、薬師堂、

浄念寺、岩崎神社、欲賀神社、
熊野神社、天満宮、など 

●その他 
・ 広くて平坦な道路、など 

ホタルや長刀祭、 

身近な魅力から 

つながる地域づくり 

＜第３回会議で出して頂いた取り組み＞ 

・古墳を活用した公園化  ・門前町、環濠等、地域の歴史の再現 

・住民が楽しめるよう伝統文化を受継ぐ  ・多様な生物が生息できる環境づくり 

・川や公園を活かした憩いの場所づくり ・健康づくりの場の整備 

・共有できるシナリオの作成  ・指導者の育成 

・人間関係を仲立ち（婚活推進）  ・気軽に参加できる行事の企画・幅広い参加推進 

・身近にいる連携が取れる人から始める  ・自治会に留まらず学区単位での連携を 

・気軽に遊べる・集まれる場所づくり ・貸家庭菜園、畑体験  など 

「たからもの」と「まちづくりの方向」を関連

づけて、どんなことができるか、何をしたら学

区が元気になるか、考えてみてください！ 

これは例です、参考にどうぞ。 

【活用するたからもの】 

ホタル、守山川、桜 など 

【活性化の取り組み】 

たからものを活かしたイベント等を企画

し、自然とふれあいながら交流を行う。 

・水辺の生きものと遊ぼう 

・イベントカレンダー、たからものマップ 

 

①
ホ
タ
ル
や
水
、田
園
風
景
な
ど

自
然
溢
れ
る
ま
ち 

●気軽に集まれる場所の減少 

・ 井戸端会議の場所が減った 
・ 魅力的なお店が少ない 

●農業の担い手不足 

・ 農業の後継者がいない 

●歴史を語る遺跡 
・ 金森城址、山賀城址、大林城址、 

庭塚古墳、三津川歴史遺産、 
金森西遺跡、金森東遺跡、など 

●地域の憩いの場所 
・ ふれあい広場、グラウンド、 

運動公園、市民ホール、 
目田川公園、農村公園、など 

●交通の要衝 
・ 馬街道、など 

農業に触れる 

きっかけや制度づくり 

安全・安心な 

生活環境づくり 

●地域の掃除・維持管理困難 

・ 公園や道路脇に雑草 
・ 自治会の掃除のみでは対処困難 

●交通量の増加や道路整備 

・ 近道のため生活道路に入込む車 
・ 街灯が少なく、暗く怖い場所 

●公共交通の便が悪い 

・ 運行が少なく、団地外へ出にくい

第３回会議ではすでにこん

なアイディアが出ています。

これらをもっと具体的にす

ることも考えましょう！

第２回と第３回の成果を踏まえ、第４回は小津学区を活性化する取り組みを考えます 

（注）第２，３回のワークショップ会議で記入されたものから抜粋 
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